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2015年度 2016年度

（百万円） 実 績 実 績 対前期

金額 百分比 金額 百分比 増減額 率

受 注 高 9,998 － 11,011 － 1,012 10.1%

売 上 高 10,099 100.0% 8,640 100.0% ▲1,459 ▲14.4%

営 業 利 益 1,201 11.9% 938 10.9% ▲263 ▲21.9％

経 常 利 益 1,144 11.3% 898 10.4% ▲246 ▲21.5％

当期純利益 1,180 11.7% 710 8.2% ▲470 ▲39.9％

2016年度 決算概況（連結）
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経常利益の推移 （直近5ヵ年、連結）
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売上高 7,521 4,868 7,820 10,099 8,640
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経常利益減少 246百万円

販売費及び
一般管理費の

減少

2015年度 2016年度

経常利益の増減要因分析（連結）
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2015年度 9,998 2016年度 11,011

受注高品目別推移 （四半期､連結）

内訳
前年
同期

2016

通期

ｻｰﾋﾞｽ 2,095 1,799

電子他 4,792 1,772

光学 1,826 4,096

水晶 1,284 3,343

計 9,998 11,011
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売上高品目別推移 （四半期､連結）
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輸出先国別売上高推移（連結）

（単位：百万円）

2015年度 2016年度

中国 1,960 2,227

台湾 577 611

マレーシア 59 171

タイ 30 113

ベトナム 7 102

その他 114 240

合計 2,750 3,467

輸出割合 27.2% 40.1%
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2016年度 まとめ

① 受注高は、水晶デバイス向け装置が好調に推移

光学装置も大口受注獲得

電子デバイス業界全体の設備投資は回復傾向

② 売上高は、前期末受注残により上期順調、

下期は、３Ｑが売上転化案件少なく、４Ｑは一部に

翌期売上となる案件発生

③ デバイスメーカの次世代製品への取り組みは

積極姿勢が継続、当社へのサンプル成膜等の

依頼は活発に推移

④ 減収も高操業度及びコストダウンにより利益を確保
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平成30年3月期の見通し
（2017年度）
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当 期 純 利 益
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2017年度 計画 経常利益（連結）

（単位：百万円）
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2017年度 重点実行項目

① 水晶デバイス向け次期主力装置の開発と市場投入

② スマートフォンのデュアルカメラ化 対応

マイクロレンズ成膜装置の拡販

③ 顧客との共同開発の実施

④ 装置の品質向上活動の強化と

コストダウンによる価格競争力の強化
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設備投資計画など＜単体＞

2016年度 2017年度計画

設備投資額 111 110

研究開発費 415 402

減価償却費 136 137

（単位：百万円）
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《注意事項》

本資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、
公表時点で入手可能な情報に基づく将来の予測であり、潜
在的なリスクや不確定要素を含んだものです。
そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された
見通しと大きく異なる結果となり得ることをご承知おき願いま
す。


